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戸時代の本も多数所持していた。 「江戸川乱歩旧蔵近世資料目録」によれば、その数なんと九一一点、冊数では二七九六冊にも ぼる（立教大学図書館編『江戸川乱歩旧蔵江戸文学作品展図録』二〇〇五年六月） 。では乱歩は江戸時代の本と、ど ように向き合ってきたのだろうか。 『若衆物語』という作品を取り上げ、少しくさぐってみたい。
◇
そもそも乱歩が和書を蒐集するよ




















に見られ、その他はほとんどまっさらなのである。乱歩自筆の和本カードによれば、 『秋の夜長物語』も『若衆物語』と同時期の「昭和十年以前」に購入しているが、そ 作品にも書き込みは全くと ってよいほどない。 『若衆物語』への思い入 の深さがうかがえよう。
それは、 『若衆物語』が伝本のき





































































「本朝男色考」の、 『稀書』への連載と『人間探求』への再録をはじめるために尽力した。同年五月十六日の『人間探求』第二十六号に寄せた乱歩の「 「本朝男色考」について」 （岩田準一『本朝男色考
　
男色文献書志















な研究はほとんど進んでいない。 『国書総目録』にも誤りがみられる。東京大学霞亭文庫本は、明暦三年板とあるが、丹緑本と同板で彩色のほどこされていない後刷り本である。また、 池田廣司編 『中世近世道歌集』 （古典文庫 一九六二年）所収の『児教訓』の解題にも、明暦三年板は丹緑本の「再版」であると記されている。
ここで『国書総目録』の『若衆物
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江戸川乱歩
　
紹介済み資料
江戸川乱歩の資料は、これまでいくつかの本や雑誌で紹介されてきた。どのようなも があったのか、以下にまとめてみた。『江戸川乱歩推理文庫（
57）わが夢と真実』講談社
　
一九八八年
　
・欺瞞系譜
　　
・探偵小説トリック分類表
『江戸川乱歩推理文庫（
59）奇譚／獏の言葉』講談社
　
一九八八年
　
・奇譚
『江戸川乱歩推理文庫（
64）書簡
 対談
 座談』講談社
　
一九八九年
　
・江戸川乱歩・井上良夫往復書簡（一部）
　
・横溝正史宛書簡
　　
・その他書簡（森下雨村・小酒井不木など）
19通分
『文学』岩波書店
　
第三巻第六号
　
　
二〇〇二年十一 十二月
　「写真劇の優越性につきて」
『江戸川乱歩
　
誰もが憧れた少年探偵団』河出書房新社
　
二〇〇三年
　「悪魔ヶ岩」
『国文学解釈と鑑賞別冊
　
江戸川乱歩と大衆の二十世紀』至文堂
　
二〇〇四年
　「怪物」
『子不語の夢』乱歩蔵びらき委員会
　
　
二〇〇四年
　
江戸川乱歩・小酒井不木往復書簡
『横溝正史旧蔵資料 世田谷文学館
　
　
二〇〇四年
　
横溝宛 書簡（CD
– ROM）
　
書簡は世田谷文学館蔵、立教大学寄託資料には の複写あり
『江戸川乱歩と
13の宝石』光文社
　
　
二〇〇七年
　「薔薇夫人」
立教大学江戸川乱歩記念大衆文化研究センター『大衆文化』創刊準備号
　
二〇〇八年三月
　「二銭銅貨」草稿
第二号
　
二〇〇九年九月
　「Ｄ坂の殺人事件」草稿
第三号
　
二〇一〇年四月
　「人間椅子」草稿
第五号
　
二〇一一年四月
　「活動写真のトリツクを論ず。 」
第六号
　
二〇一一年九月
　「映画論」
『センター通信』創刊号
　
二〇〇七年 月
　「二銭銅貨」荒筋
第二号
　
二〇〇八年七月
　「中央少年」
第三号
　
二〇〇九年三月
　「黄色団」
第四号
　
二〇一〇年三月
　「試験騒ぎ」
第五号
　
二〇一一年三月
　「一年間の早稲田生活より得たる感想」
江戸川乱歩旧蔵「若衆物語」
